
（様式２）

2020年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」

事業実施報告書

道府県・政令市名【 静岡県 】

学校名【 磐田市立岩田小学校 】

１ 実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）

２ 実施対象者

（学年･人数）

Ⅰ ６年生（２０人）

Ⅲ ４年生（２５人）

３ 展開の形式 （１）学校における活動

① 教科名（ 総合的な学習の時間 ）

② 行事名（ ）

③ その他（ ）

（２）地域における活動

① イベント名（ ）

② その他 （ ）

４ 目 標

（ねらい）

・オリンピック、パラリンピックの意義や歴史について学習する

ことを通して、人の生き方・考え方に触れ、自分を見つめる機

会とする。＜６年生＞

・パラリンピックをテーマに、スポーツを通したインクルーシブ

な社会について学び、福祉と関連させて共生社会を考える機会

とする。＜４年生＞

５ 取組内容 ＜６年生＞

総合的な学習の時間の

学年テーマ「キャリア教

育」に向かって、単元「自

分の生き方を考えよう」

の活動を進めた。地域の

方々やラグビー選手の話

を聴く機会を設け、自分

の生き方を見つめ

直す活動を積み重

ねた。

その一環として、

購入した本でオリ

ンピック・パラリン

ピック選手が大切

にしていることに

ついても調べた。さ

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成



らに知りたいこ

とについてイン

ターネットでも

調べ、競技の内容

やルールの理解

を深めるととも

に、選手の生き方

に迫ることがで

きた。今年度は、

全校の前で発信

する機会はもたなかった

が、６年生同士で、自分の

調べたオリンピック・パラ

リンピック選手のことや

思ったこと感じたことを

伝え合った。

＜４年生＞

総合的な学習の時間の

学年テーマ「福祉教育」に

向かって、単元「やってみよう わたしの福祉」の活動を行った。

体の不自由な方の話を伺ったり、自分たちで手話・アイマスク・

盲導犬・車椅子体験をしたりして学習を進めた。また、ボッチャ

やアキュラシーの競技体験も行った。

関連した活動として、パラリンピックについて購入した本やイ

ンターネットで調べ、新聞にまとめた。今年度は全校の前で発信

する機会はなかったが、４年生同士で自分が調べたパラリンピッ

クについて伝え合った。

６ 主な成果 ・「総合的な学習の時間」のテーマと関連付けて扱うことにより、

単発的ではなく学習のつながりや広がりが感じられた。「オリ

ンピック・パラリンピックを調べる」（目的）ではなく、「オリ

ンピック・パラリンピックを通して考える」（手段）として学

びを深めることができた。自分の生き方・考え方、自分の生活

とつなげて、自分事として考えることができた子が多かったこ

とが感想に表れていた。

・オリンピック・パラリンピックは残念ながら延期となってしま

ったが、主に、購入した書籍を活用しての活動であったため、

来年度以降にもつながる活動となった。（書籍は、朝読書にも

活用している。今後は、他学年も活用できる。）



７ 実践におい

て工夫した点

（事業の特色）

特記事項なし

８ 主な課題等 ・せっかくのチャンスなので、実際に対面でオリンピック・パラ

リンピック選手の話を聴いたり、触れ合ったりする活動が組め

るのが理想的である。（今年度はコロナ対応、オリンピック・

パラリンピックの延期があり、来年度にもつながる関連書籍の

購入という活用とした。）

９ 来年度以降

の実施予定

・来年度、オリンピック・パラリンピック開催に向かって、他学

年でも購入していただいた書籍を有効活用していく。「総合的

な学習の時間」だけでなく、学年によってどの教科と関連付け

て「オリンピック・パラリンピック」を扱うことができるかを

検討し、年間計画に組み込んでいく。


